
建築ＢＩＭの将来像と工程表 検討体制について

○部会を横断する課題・データの利用拡大に資する重要課題について、連携すべきインプットとアウトプットを明確に
した個別のTF（タスクフォース）を設置し、社会実装を加速化

○部会を横断する課題・データの利用拡大に資する重要課題について、連携すべきインプットとアウトプットを明確に
した個別のTF（タスクフォース）を設置し、社会実装を加速化

部会①
・将来像と工程表
・ガイドライン 等国土交通省

戦 略 W G
各TFの進捗管理、部会①の部会長への報告

部 会 ② 部 会 ③ 部 会 ④部 会 ⑤
BIMライブラリ

技術研究組合(BLCJ)
建築確認における
BIM活用推進協議会

日本建築積算協会buildingSMART Japan

✓ 建築、構造、設備の
属性情報の標準化

（空間、床、壁、天井、防水、外壁は
未整備）

✓ BIMの生データを用いた
審査方法の検討

✓ 審査に適したBIMビュー
アの検討

✓ BIMによる積算手法検討
✓ 建築物の部位や設備等

の分類体系を整備

✓ IFC・ビューア・CDEに
係る初期検討

✓ 施工段階の属性情報の
標準化（一部のみ）

BIMを活用した建築生産・維持
管理に係るワークフローの整備

BIMの形状と属性情報の標準化 BIMの情報共有基盤の整備 BIMを活用した確認検査の実施 BIMによる積算の標準化

【R5新設】

✓ TFの運営・実施

・関連部会の主要メンバー

で構成

(必要に応じて関係団体)

・ロードマップに基づき

ワークと役割分担を整理

✓ 戦略WGの運営・実施

・定期的に各TFの進捗を

管理

審 査 T F【R5新設】

・確認審査用の属性情報の整理
・確認申請用IFC等のルール策定
・確認申請用ビューア・CDEの仕様書作成

標 準 化 T F

・設計、施工段階での属性情報の標準化
・ソフトウェア間・外部データとの連携方法の確立

【R5新設】

[リーダー：部会３]

[リーダー：部会５]

[ データ連携環境の整備 ]

[ BIMによる建築確認の環境整備 ]

[維持管理・運用段階
におけるデジタル化]
は別途検討

第14回建築BIM環
境整備部会資料
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TFにおける～2025年度成果までの主な取組内容

•BIM図面審査運用に
向けた準備
（ﾂｰﾙ・ﾏﾆｭｱﾙ等の完成と、これら
を活用した周知・準備等）

•確認申請用CDEｼｽﾃﾑ
を構築

• （電子申請受付システムと
• 連携）

・BIM図面審査のための
申請者・審査者用のﾂｰﾙ・
ﾏﾆｭｱﾙ案を作成

（確認申請図書作成、審査等）

）

・確認申請用CDEｼｽﾃﾑを
構築
（仕様書に基づき開発）

・ BIM図面審査における
審査を定義
（整合性確認省略のデータ要件、
PDF・IFCを用いた審査方法等）

・ BIM図面審査に用いる
確認申請用CDEｼｽﾃﾑの
仕様書を作成
(クラウドシステムとして機能要件を

整理)

• ・ユースケースとしての

• 概算を含む外部データ

• との連携の試行

• ・標準パラメータリストと
• その利用方法の公開

• ・ユースケースの検討と、
• 社会実装を図るための
• 中間ファイル等の策定
•

・対象とするオブジェクトの
網羅的な枠組みを整理

・標準パラメータリストとして
部位毎/工種毎に属性情
報を整理

異なる
ソフト間で
支障なく

データ連携
できる環境

BIM図面
審査開始

成果2023年度（R5） 2024年度（R6） 2025年度（R7）

審
査
審
査
T
F

標
準
化

標
準
化
T
F
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現時点でのイメージであり今後の
検討により変わり得る点に留意
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審査TFにおける R５年度の主な成果

※ 確認申請オンライン受付システムと連携

BIMデータから出力されたPDF図面とIFCデータの提出により図面間の整合確認を一部省略し、審査期間を短縮BIMデータから出力されたPDF図面とIFCデータの提出により図面間の整合確認を一部省略し、審査期間を短縮

①②③
提出

審査対象
従来と同様の申請図書

IFC※データ

３D

参考扱い

PDF図面

：審査対象範囲：確認申請の審査環境（CDE）

設計チェックリスト

申請者（設計者）

☑

☑

☑

☑

〇入力基準書

入力基準に沿って
BIMデータを作成
モデリング・図面化

審査者

審査補助のため
ビューアで形状を参照

整合性確認省略対象の確認

審査

ビューア

●●●

①

※ IFC：BIMの共通ファイルフォーマット

〇

〇

〇

〇

BIMデータ
（生データ） （BIM由来でない図書）

☑ 整合性の確認

☑ 明示事項の審査

☑ 法適合の審査

※ 消防同意・適合性判定においても、
確認申請用CDEシステムの利用を想定

②

③

入力基準通りに入力したことをチェック

〇（仮称）標準参考テンプレート

入力基準を満たす
設定をした作業環境

BIM図面審査における
データの入出力ルール

BIMデータから
PDF図面とIFCデータ作成

2D

整合性確認
（一部を省略）

現時点でのイメージであり今後の
検討により変わり得る点に留意
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整合性確認省略の仕組み

１）図面と図面の形状に関する整合

○図面と図面（平面図、立面図、断面図）

の壁・開口・高さの確認

2) 図面と図面の基本表記に関する整合

○図面と図面（BIMで出力した図面）

の室名・用途の確認

3) 図面と表の計算値等に関する整合性

○面積の計算根拠（寸法と算式）

○図面と図面の面積の値

■設計者は、整合性確認※省略を求める範囲のデータの入力方法等について、チェックリストを用いて宣言。
審査者は、チェックリストを基に整合性確認省略の範囲を確認した上で、審査を実施。

✔ 入力基準書（案）

テンプレート等を用いてBIMデータを
作成し、PDF図面＋IFCデータを書出し

✔ 整合性確認省略の対象（案）

I) 「作図」入力基準
：同一モデル・オブジェクトから2D作図

[記載例]

○位置・面積・建物高さ・階高に関わる外壁、
内壁、屋根、開口部、パラペットの2D図は、
同一の3Dオブジェクトに基づいて表示する。

Ⅱ)「表記」入力基準
：同一オブジェクト(レベル、通り芯)タグ表記

[記載例]

○位置・室名は、空間オブジェクトのパラメータ
項目の入力値である「名前」を、予め当該パラメータ
との連動を設定した「リスト」により表記する。

Ⅲ)「計算」入力基準
：集計表

[記載例]

○建築面積・床面積は、算定のために作成した
「面積根拠図」と連動するよう設定された
「一覧表」により計算する。

BIMデータ

〇（仮称）標準参考テンプレート

入力基準を満たす
設定をした作業環境

✔ 手間のかかる調整や表示、
設定等を事前に用意

✔ ソフトウェアや案件毎の
必要に応じて整備
（用途や規模に応じた入力の

バリエーション） 入力基準に沿って
BIMデータを作成

〇設計チェックリスト

１）図面と図面の形状

2) 図面と図面の基本表記

3) 図面と表の計算値等

入力基準に則して入力しており、
図面ごとの2D線分、ハッチング
（塗り潰し領域、マスキング）
による修正は行っていない。

☑

入力基準に則して入力しており、
図面ごとのテキストデータによ
る表記は行なっていない。

☑

入力基準に則して入力しており、
テキストデータによる「集計
表」の修正は行っていない。

☑

（例）

BIMデータから出力

PDF図面

整合性確認
（一部を省略）

※整合性確認

「2以上の箇所に記載された事項が互いに

一致していること」

「計算式と計算結果が一致していること」

現時点でのイメージであり今後の
検討により変わり得る点に留意
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標準化TFにおける R５年度の主な成果

■ 現状、部位毎に設計図書を作成するための
パラメータを整理。ユースケースに応じて
必要となるパラメータは適宜追加。

・

・

ID

構造構造

・
・

ID

設備設備

各
属
性
情
報
項
目
にID

を
付
番

・
・

ID

A_07_11

A_07_12

A_07_13

A_07_14

A_07_15

A_07_16

A_07_17

A_07_12

A_07_13

A_07_14

A_07_15

A_07_16

A_07_17

A_07_12

A_07_13

A_07_14

A_07_15

A_07_16

A_07_17

A_07_12

A_07_13

A_07_14

A_07_15

A_07_16

A_07_17

A_07_12

A_07_13

A_07_14

A_07_15

A_07_16

A_07_17

A_07_12

A_07_13

A_07_14

A_07_15

A_07_16

A_07_17

A_07_15

A_07_16

A_07_17

A_07_12

A_07_13

A_07_14

A_07_15

A_07_16

A_07_17

○情報の表記方法と
項目名を標準化

○共通フォーマット
として整備

○名称(呼称)を統一

○入力タイプを規定

ー ４４種類 ー ４５種類

・柱（RC・S）・梁（RC・S）

・ブレース・壁・スラブ

・基礎・杭・柱脚・免震・・・

ー ４４種類

[空調衛生]

・ボイラ・冷凍機・冷却塔

・空調機・FCU・EHP・GHP

・PAC室内機・全熱交換器

・送風機・排煙機・ポンプ

・衛生器具・タンク・給湯器

・制気口・排煙口・ダンパー

・バルブ・消火栓・VAV ・・・

[電気]

・配電機器・通信機器

・防災機器・自家発電設備

・太陽電池・照明器具 ・・・
属性項目の分類 一般名称を規定 入力タイプ 単位・入力例・注意点等

ID

管理IDを付与

○ 入力者やソフトウェアに依らない表記方法を共通化することで、、設計・施工・維持管理の各分野間やソフト間で
のデータ相互運用を可能とし、分野を横断して一気通貫にBIMデータを活用できる環境を整備する

○ 入力者やソフトウェアに依らない表記方法を共通化することで、、設計・施工・維持管理の各分野間やソフト間で
のデータ相互運用を可能とし、分野を横断して一気通貫にBIMデータを活用できる環境を整備する

意匠意匠

・ドア・窓・シャッター

・柱・梁・階段・スロープ

・壁・カーテンウォール

・屋根・パラペット・庇

・屋上緑化・天井・軒天

・床・防水・断熱・耐火被覆

・目地シール・仕上げ

・部屋・領域・グリッド

・ユニット・昇降機・樋

・サイン・家具・手摺・・・

現時点でのイメージであり今後の
検討により変わり得る点に留意

※分類項目については今後も精査 ※分類項目については今後も精査

※分類項目については今後も精査



■様々なプレーヤーやソフトウェア間で情報を伝達する際の共通言語を整理し、
異なるプロセス間・ソフト間で支障なくデータ連携できる環境を整備する

【部位ごとの属性情報】

？

？

？

？

？

？

？

？

？

・

標準パラメータリストの利用方法のイメージ
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現状

〇 BIMの入力単位である部位と見積・施工段階で必要な工種との関係

・BIMにおいては部位別（オブジェクト）に作成

・見積、調達、施工においては工種別に仕分けが必要

○ 共通IDをキーに必要な情報を特定

○ 属性情報も引継ぎ、数量算出・集計が可能

⇒前工程の成果を後工程で活用することで、

手戻り・二度手間が減少

⇒標準化された属性情報によるデータの

連携・比較・蓄積が可能に

標準パラメータリスト標準パラメータリスト

BIMオブジェクトのデータ構造・用語・書式の共通ルール

属性情報項目についてロングリストとして纏めた辞書

それぞれのパラメータに固有識別値（共通ID）を付与

ユースケース毎に必要な属性情報を仕分

けたリストを作成する方針

ID パラメータリスト

ー A B a b あ い

12 - - - - - -

13 - - - - - -

14 - - - - - -

ユースケース毎の仕分けリストから必要なパラメータを示した例

× プレーヤー毎に入力法が個別化しており、

属性情報について、どこに何が入っているか不明

× ソフトが異なる場合は情報が連携できない

⇒引継ぎ先でデータの再入力等の重複作業

✔ユースケースに応じて必要十分なデータ活用

✔ 引継いだ情報を基に詳細化・具体化

（特定の部位のみ） （数量のみ）

○ 属性情報の入力場所・用語・標記法を共通化

○ 入力者やソフトに依らず必要な情報を特定

⇒共通ルールに即して属性情報を正規化・構造化

A

B

C

a

b

あ

い

ア

イ

・

【部位ごとの属性情報】

（基本設計⇒実施設計）

（設計⇒施工・製作）等

標準パラメータリスト
によるデータの正規化

（中間ファイル）

ID-01

ID-02

ID-03

ID-11

ID-12

ID-21

ID-22

ID-31

ID-32

ユースケース毎に必要な
情報を特定して受渡し

ユースケース

施工 積算 ・・

A B A

a b あ

あ う ア

現時点でのイメージであり今後の
検討により変わり得る点に留意
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